
ColdFusion MXとFlashが
ビジネスのパフォーマンス向上をもたらす
リッチ･アプリケーションを実現

ビジネスのパフォーマンス向上を
もたらすふたつの課題に取り組む

今年で創業7年めを迎えるクールサイト

は、インターネット技術を中核としたeビジ

ネス･プロデューサーだ。受託開発にとど

まることなく、コンサルティングに始まり、

企画、開発、そして運用に入ってからの集客

やプロモーション、コンテンツのアップデ

ートなど、一連のオペレーションのアウトソ

ースも行い、顧客のビジネスをワンストッ

プでサポートするのが同社のビジネスの特

長だ。「例えば、お客様との運用時の契約は

SLA（サービス･レベル･アグリーメント）で

行います。ECサイトであれば売上や集客数

の向上、コンテンツ･マネジメントなどであ

っても、結果的にビジネスのパフォーマン

スが向上することがシビアに要求されます」

と株式会社クールサイト代表取締役社長の

北原穂高氏は話す。

クールサイトの顧客には、製造業、流通

でも顧客と直接関わりのない上流をビジネ

スとする企業が多く、同社はこれらの企業

のECサイトやCRMエンジンの構築を担っ

ている。顧客企業に代わって顧客との密な

コミュニケーションの仕組みを確立するこ

とが重要であり、そこでの成果が同社のビ

ジネスの成功に直接関わってくるわけだ。

「我々のお客様のサービス･フロントエンド

は様変わりが早く、システムの半減期は半年

くらい。1年もすると半分は劣化します。開発

をいかにスピードアップし、かつお客様に満

足いただけるシステムを提供できるかが課題

でした。そこで社内のデザイン･チームとシ

ステム開発チームが効率よく開発できるよう

な手段を模索してきました」（北原氏）。

同社では3年前からフロントエンドの開発

に「ColdFusion」を採用。バックエンドには

Javaを中心に置き、開発会社のネットフュ

ージョンをパートナーとしながらその課題に

取り組んできた。「ColdFusionによって開

発のパフォーマンスは上がりました。しか

し、タグとビジネス･ロジックが混在する以

上、手戻りが発生した時の工数の増大は避

けられませんでした」と北原氏は説明する。

企業の成長のためには、スピーディーで

コストダウンを図れる開発を実現する必要

があった。同時に、そこから生まれるシス

テムは顧客にとって満足度の高いものであ

る必要があった。同社はこれらふたつ難題

を抱えていた。

Flashのテクノロジーが
ユーザビリティ向上と生産性を両立

そんな折、北原氏はアイ･ティ･フロンテ

ィアから新製品「Macromedia ColdFusion

MX」（以下ColdFusion MX）について話を

聞く機会があった。「これなら、プレゼンテ

ーション･レイヤと製造を完全に分離でき

ると、ピンときました」と、北原氏は振り返

る。Flashによるユーザー･インタフェース

構築を実現する「Macromedia Flash

Remoting MX」（以下Flash Remoting）と、

同ツールとベストマッチするColdFusion

MXで開発すれば、デザインとビジネス･ロ

ジックの完全分離が実現するわけだ。

ところで同社は、以前から「FLASH

BEAMS」という製品の構想を温めていた。

これは、顧客管理や、マーケティング/プロ

モーション機能、そしてこれを外部システム

と連携するためのインタフェースをセットに

したサブシステムだ。同社は今回この

FLASH BEAMSを ColdFusion MXと

Flash Remotingで開発。顧客のシステム

の再構築に採用した。「顧客への提案では

Flashで実際に画面を制作して提案しました。

Flashが本来持っているプレゼンテーション

力で臨場感を持たせることで、説得力が増

しました。営業面でのパフォーマンスの向上

にも今後期待しています」と北原氏は営業面

での予期せぬ効果について説明する。

今回FLASH BEAMSで置き換えられた

部分は、顧客データを元に分析を行ったり、

見込み客に対するダイレクトメールの送信

などを行う管理画面だ。従来までユーザー

は100画面を越えるオペレーション画面と

ワークフローを把握して操作する必要があ

ったが、インタフェースがFlash画面に置き

換えられることにより画面数が減るだけで

なく、直感的なオペレーションとワークフロ

ーの自動化を実現できた。「FLASH BEAMS

で作られた管理画面を、私たちは“コックピ

ット”と呼んでいます。ひとつの画面を中心

に、その周囲のボタンを操作することで、

RFMなどの顧客分析をグラフを交えて行

い、ダイレクトメールでコンタクトを試みた

り、あるいはプロモーションの効果測定を

行ったりすることなどがスムーズにできま

す」（北原氏）。

リッチ･インタフェースへの
ユーザーの評価は予想以上

「エンドユーザーからも、多くの評価をい

ただいています」と北原氏。例えばリコー

エレメックスは、ダイレクト･マーケティング

を導入し、すでに効果を実感し始めている

企業だ。「ユーザーの動向把握が容易にで

きるという点が魅力です。データの分析が

リアルタイムに行えるので、スムーズな判

断をすることができます。ビジネス･チャン

スを逃さず捉えることができると期待して

います。またテンプレート利用により、非熟

練者でも短時間で作業ができるのも大きな

魅力です」と同社の精機事業部DM推進グ

ループグループリーダー兼販売事業本部

SS事業部 ネットビジネス推進室 室長の高

杉和秀氏。今後も、ユーザー･アクションの

分析に用いて効果を上げていきたいと期待

を寄せている。

パーソナライズ機能に着目しているの

はマルハだ。同社のECサイト「うまいもの

マルハ便」では、取り扱い製品を多く持

ち、かつ提供する製品は季節ごとに異な

る。これまで全顧客に同内容のメールを配

信していたが、購買データとメールの連携

を図り、FLASH BEAMSの導入を検討中

だ。同社の食品本部 マーケティング部

DMビジネス課 課長の岡雄二氏は「顧客

満足度向上に結び付けていきたい」と導入

の狙いを語る。

クールサイトは、ColdFusion MXと

Flash Remotingによる開発を導入するこ

とで、開発の生産性向上を手に入れたばか

りでなく、顧客により喜ばれるツールの実

現に成功したといえる。FLASH BEAMS

は2002年12月よりパッケージとして販売さ

れる予定だ。「ColdFusion MXは、バック

エンドのJavaの資産を活かすこともできま

す。クールサイト様のパートナーとして、

FLASH BEAMSを使ったより優れたフロ

ント開発に取り組んでいきたいと考えてい

ます」（有限会社ネットフュージョン 代表取

締役 西川博司氏）。アイ･ティ･フロンティ

アが販売するColdFusion MXとともに、

同社のFLASH BEAMSは、Flashのムービ

ーやコンシューマ向け技術というイメージ

を払拭し、Webアプリケーションの次世代

の実装手法として注目させる大きなきっか

けとなるだろう。

インターネット･ビジネスを成功に導くには、Time to Marketなシステムの投入と、顧客との密なコミュニケーシ
ョンを実現するツールが必須だといえる。eビジネスのプロデュースを行っているクールサイトは、スピーディーな開
発と顧客満足度の向上に挑戦した。その回答はFlashによるフロントエンドの実装。そしてそれを実現するのは、ア
イ･ティ･フロンティアが販売する「Macromedia ColdFusion MX」だ。
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設立以来、高度なWebソリューションの構築と
運営をリーズナブルな価格で提供しつづけて
いる。eビジネスの業務知識と技術力を駆使
して顧客ビジネスの成功を約束するeビジネ
ス･インテグレータである。
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株式会社クールサイト

FLASH BEAMSを活用したリコーエレメックス社の
ECサイトのトップ画面（http://www.rexhair.com）

FLASH BEAMSで実現した管理画面例

集客数や売上などのビジネス
のパフォーマンスを一元表示 

あらかじめ定めたルールで 
顧客を絞り込む 

顧客からの問い
合わせなどを一
元管理 

任意の条件で 
顧客を絞り込む 

対象の顧客へのメール送信
やラベル印刷が可能 

絞り込み条件は
拡張可能 

送信したメール
の反応を確認 

一覧表の中のアイコンをクリックすると顧客
のプロファイル、購入履歴、アクセス履歴、メ
ールの送受信履歴などが表示される 

ゲートの中にすべての情報が表示される。それぞれの顧客
のプロファイルを確認しながら、ワークフローに沿って円滑
で質の高いCRMを行うことができる 
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